
第 2回 OB/」 屋ヽ 作

9月 21日 (金)

*午後 資材運搬 ボートで出島まで

大島 良治 (13期) 椿川 利弘 (18期 )

9月 22日 (土)

*午前 6時20分 犀川ダム集合

田村 昭夫 (3期) 舟田 節子 (15期 )

椿川 利弘 (18期) 山本 英男 (37期 )

岡部 伸一 (18期)

現役26名

*資材運搬班・BH周辺整備

椿川 山本

西日P(6名 )

*旧道整備班 (800m― ザ ック置き場)

田村 舟田 岡部

橋本P 岩倉 P 阪本 P(20名 )

9月 23日 (日 )

*旧道整備隊  (ザ ック置き場―分岐手前鞍部)

*山小屋酒場隊 午前 8時小立野キャンパス集合

辰野 隆義  大島 良治  吉田 穂積  吉本 良治

松林 知― (15期) 栃尾 俊治  深田 進  松下

奥出 俊一  寺島 祥文  西村 かおり (以上33期 )

*2時 現役下山

OB隊 水場設置作業

*4時 間部 山本下山   奥出 寺島下山   栂 典雅

9月 24日 (月 ・祭)ホ ース敷設 畑作り BH周辺整備

*6時 大島 西村下山

*12時 全員下山

(以上13期 )

和隆 (以上20期 )

(19期 )入山
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現 役 と ― 緒 ιこ/J還 律 を し て 一 ―

18期 ■lll 利弘

小屋作業の打ち合わせの時、IIL■■Elllダ ム

の所長を知っており「まあいいように話をつけ

ておきます」と軽く返事をしたのだが一。管理

のいき届かない休日はボー トを出せないと言わ

れ、結局一日前から休みをとって、運搬作業を

行うはめになった。大島さんも手伝われること

になり、20日 金曜日の鋼な 二人でホースなど

の資材をトラックで、犀川ダムまで運び、そこ

からボートでできるだけ吊橋近くまで運ぶ―が

計画だった。

しかし、ある程度予想してはいたものの、貯

水位があんなに低いとは !その日はダムサイト

の長い階段を3往復もしてやっと資材をボー ト

に乗せ、出発 2日 前までなら、何とか倉谷JIl

の対岸までは行けたのだそうである力ヽ その日

は、出島の手前の平地
～

■くまでが精‐杯であ

った。明日の地還 までの運搬のことを考えたら

頭が痛くなった。

帰りに、ダムの事務所でコーヒーを頂いた時、

「鷲永位の低い秋に運搬しないで、春にしたら

いいと、いつも言っているのに」

と、気にしていることを言われた。そのうえ

「大雨が降ると貯水位が一日に10mも上がる時

がある」とも言われた。荷おろしが終わるあた

りから、台風湊近に東1激されたのか雨が降り始

めていた。この言葉が現実になったなら、資材

は来年の夏あたりまでダム湖に水没したままと

いうことになる。どうにでもなォЪ ついでに、

こんな重労働に出ておいでた大島さんのスタイ

ルはネクタイにaltで あった。帰宅魚 奥様に

どう言い訳されたものか―これも、どうにでも

なれ !の うちであった。

21日 、小屋に向かう途中、資材が無事である

ことを臨 砲 現役とOB力可渥 に着いての協議

の結果 私と山本君 13叩つ と西田パーティー
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の6メ、 計 8スめ漢動田に業にあたることになっ

た。

資材はホース (直径 2m巻、長さ90m、 重さ

20kgnが 2巻、取付金具 ∈壺 20kgtt「D、 ッ

ルハシ・鍬 4本、一輪車 1台である。問題はホ

ースをどのように運ぶか?である。

案 1)現状のままで運搬することとし、ガレ場

が危険であるので、手前で倉谷川に落として、

渡渉して対岸から運ぶ。

案2)2巻を8つに切って、巻き直し、一＼ 1

本ずつ運ぶ。

案3)2巻を 6つに切って、 6本を東にして伸

ばした状態のまま全員で運ぶ。

現役のみんなとす緒に考えて、 1案は危険で

ある、 2案はホースが硬くて巻き直せないとな

り、 3案で実行することにした。それでもホー

スの長さがmmに もなるために、横に振られた

り、片方の手ばかり辛かったり、おまけに腹は

減ってくるはで、シンドかった。実際、後ろで

「キャー」と言われた時にはヒヤッとした。 (

落ちたのだがtホースにつかまる格好で止まっ

てくれた。)

小屋に着いた時には12に ここでビールー

と思いきや、昨日からのばたばたで忘れてきた

ことに気付き、ガックリ。それでも気をとり直

し、昼食後には、残りの資材の運搬と、テン場

整備を行い、登山道修復隊の帰りを待った。



その夜は、現役のお客になれるとのことで、

岡部君 (18J卯 と私は現役の作ってくれた.亀野

菜とうどんを宙馳走になり、昔を懐かしんだ。

22日 は、岡部君と現役の先頭に立ち登山道整

備。下山後は続いて、後で来た酒場隊と一緒に

雨の中、ホースの理段炸業を行った (こ のあた

りは、他のOBが書いてくれるらしいから、省

略しておく)。 苛酷な労働が 3日 も続いた結果

夜は酒盛りの途中早々に、高野をかいて寝てし

まった。

年齢が半分の現役達と一緒0こ小屋作業をして、

ギャップも感じた力ヽ 同じ汗をかくことができ

て、とても嬉しかった。

現役達には、これを機会にもう少し「自分達

の高二郎」「自分達の山小屋」という気持ちを

持ってほしいと思っている。

'9 6だ 雇ヽ邑ヤ撃 を
=糸

冬メL¬西

CL り:l本  幸代 鋤

小屋作業の前日、私は後輩達の質問攻めにあ

っていた。

「川本さん、本当に行くんですか ?」

「台風来ているんですよ。中止ですよね。」

たしかに、ニュースでは次の日は台風接近に

ともない大雨ということであった。OBとの打

ち合わせでは、」ヽ雨でもやるということだった

力ヽ 大雨でもやるのだろうか?あの高聾 酵こ、

大雨の中、また登るのだろうか?

高壺 Rそれは現役にとって、どの山よりも

恐ろしい山である。初めてヮングルに入って、

無理矢理登らされたあの山の幸さは、何年たっ

ても忘れられない。私達3回生は、あの辛さを

かわいい 1回生には味わわせたくないという、

今から思えば甘い考えのもと (今年の1回生は

醤 11:)新 トレを医王山にした。これ力ヽ 高三

郎離れと囁かれる一つのゆえんかもしれない。

しかしながら、今回また、高二郎に歩荷で登

ることになった。これを知った上回生は、まだ

高二郎を知らない下級生達よりも、顕著に嫌が

っていた。そんなこともあって、予想される悪

天に、現役は甘い期待を寄せていたのである。

しかし、天というのはいつでも気紛れである。

次の日の朝はどんよりとはしているものの、雨

は降っておらず、出発できてしまう状態であっ

た。そして、ふと気付けしま もうあのベルクハ

イムに来ていた。

そこでの話し合いの結果 テントはベルクハ

イムに張り、そこからサブザックで密 に

出ることになった。

「何なんだ?台風は来ていないのか ?」 と不

可解気持ちのまま、あの素直に懐かしいとは言

いがたい道を登った。登るにつれて、意外にも

荷物が軽いせいなの力、 おもしろくなってきた。

おまけに、草刈りを始めたら、みんな思わぬ力

を発揮した。日頃やったことのない草刈りに、

夢中になったのである。

はっきり言って、我々現代っ子は、草刈りな

んて無縁である。鎌と比の区別さえもつかない。

そんな我々が草刈りに夢中になるとは、物事は

やってみないとわからないものである。目の前

に生い茂るジャングルを切り開いた時の喜び。

我々は草刈りの意外な一面を発見した。
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次の日の天気もまた気紛れで、我々3回生を

悩ませた。また登って草刈りをすべきか?待機

すべきか?我々の中には、行って少しても昨日

の続きをすべきだという気持ちと、できること

なら小屋の側で待機していたいという安易な気

持ちの両者が入り交じっていた。そんな時、一

人の3回生が言った。「行けるんやから4子 こう

よ。」確かにそうだ。せっちゃん (舟田さん)

達力暫予くのに、我々力1子かないわけにはいかな

い。それに、このまま下級生達の期待に応えて

|ま いけない。

そんな訳の分からない上回生意識にとりつか

れた我々は、再び高二郎を目指すことにした。

だんだんと雨と勲 強`くなった。しかし、そん

な風雨も′心地良く感じた。女子は鎌で小さな枝

を、男子は鋸や鈍で大きな木々や根っこを切り

落とすという見事な連携プレーを見せた。そし

て、あっという間に、前高二郎と高二郎の鞍部

までやり終えた。

ベルクハイムに戻ったのは午後 1時頃であっ

た。我々はOBの方々の好意に甘えて、その日

のうちに帰れることになった。

結果的に2泊 3日 が 1泊 2日 になったわけだ

力ヽ 我々にとってこの2日間はとても中身の濃

いものであった。この2日間の中で、我々3回

生はあることに気が付いた。それは、我々がい

つのまにか抱いていた局二郎に対する愛着と、

それを後輩達にも持って欲しいという願いであ

る。当初あんなに嫌がっていた高二郎だったの

に、時が流れるにつれて、それは我々がいつで

も戻ることのできる故郷のような存在になって

いた。

そんなことに気付けたという点で、この山イ子

の持った意味は大きかった。
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oB/封 壼 作 業 あ れ こ れ

15期 舟田 節子

参加者全員の参加日がようやく確定した時に

は、現役との2回の打ち合わせとはかなり違っ

た様相になってしまっていたo何といっても、

OBは仕事優先だし、その仕事は自分の予定だ

けで決まるはずがない。ただ、そんな事前変更

が可能なのも」ヽ屋があるおかげであって、テン

トだの炊飯道具だのの条配もカロわったらもうお

手上げである。つまりは、
'1運

があるからやる

小屋作業だけれど、小屋がなければ到底やれな

い小屋作業といった一面もあるのだった。

ともあれ、そうやって参加日が確定した時点

で一このままでは登山道修復隊と、小屋酒場隊

が接触できる時間がない。無理せず楽しく―力`

やはりOB会活動には大切なことだ。登山道修

復の人手が減るのは申し訳ないが かなり悩ん

だすえに、「 2日 目は、OB隊は山中泊を止め

て、午後に下山。小屋泊まりに変更します」と

現役チーフに連絡した。

すると、「みんな喜びます」の返事。エーッ

何なのよ?素直つていうのか?大手が減ると心

配した私の方が馬鹿みたい一。まあ、私だって

姑がいるだけでいじっかしいもの。人手よりは

入目がない方が気楽なんだろうな一。

また台風が迫ってくる。我が台風予知能力も

たしヽしたものだ。今度は「台風がきてもやるん

ですか?」 と電疑渤渤かヽってくる。

ぃったい一どこがやる小屋作業なの?去年の

転勢菫薄蓼鑑二tI供][背担
だったから、進めた話。また、「 それは、前の

学会功返 事したことで、自分進:力這 ったことで

はない」のムードなのかしら?

補助金をもらうからには責任は当然つきまと

ぅ。「台風がきたからできませんでした」で、

通るのか?「 しなかったんだから、もらわなけ

ればそれていい」で済むとでも思っているのか

?では今回やらないとして、日をあらためてや

る考えはあるのか?

ぃっぱい不満はわいたが ‐「できるだけやっ

てみるということで、現地へ行ってみましょう」

と返事をする。

わからない訳ではない。登山道傷隻を主とす

る小屋作業は平成 3年以来 行われていない。

平成 5年には屋根修理、 6年が床修理、 7年

力ヽ 雨漏り修理と月見の宴。近年の小屋作業は

小屋再建に終始していた力` それにした所で、

平成 3年の前には昭和

"年
の記録しかなかった

点ではまさに画期的だった。その間部誌も発行

されておらず、いわゆる登山道整備の小屋作業

の伝統の方は見事に消えていたo

だから、今回の企画も、現役は現役の予定で

動いてもらい、OBはそれに合わせ、ただ資材

運びはお願いするかもしれない一のスタンスを

とろうとしていたの力ヽ 「どうするんですか」

「何がいるんですか」と聞かれるばかり。OB

への遠慮というよりは、何とも見当がつかない

らしい。補助金が出るんなら、喜んでやります

とばかり思っていたの力ヽ だんだんOBの方が

やりたがっていて指示を出しているかのような、

どうボタンをかけ違えているのか?わからない

状況になっていく。私は自分の立場でのできる

限りの便宜を図ってあげようと思ってはいるけ

れど、現役に指令を出した覚えはない。 C~■え

はなくとも、OBが言えt群旨令したことになる

のかもしれない)

返事をした後も、これ一体どうなってんの?

で、首はかたがったまま一まあ、体験してみな

ければわからないってもんだわ一で、辰野さん、

岡部さんと最終確認を4子う。
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9月 21日 早朝5時半、岡部さんの車でダムに

向かう。現役の車も次々に到着一この光景、私

達は慣れた力ヽ ほとんどのOBに はヨが点にな

る光景だと思う。

台風前の生温かい空気。椿川さんから、「昨

日この階段を3往復して資材を運んだ」と聞か

さ才ヽ ダム横の階段を見下ろしてびっくり。船

着き場まで水平移動かと想像していたからだ。

それに、彼には4日 も今回の作業にかけていた

だくことになる。あと何もせんでいいと言って

あげたくても、借りてきたツルハシなど、道具

の返却までt瀬るしかない。負担の分散といっ

たところで一結局各自の思い入れに依存するし

かないのが現状だ。

我ヒーロー田村御教祖様は、昨日ザックを預

けていか法 小林さん宅から愛用の (借用)M
TBでダムに集合なさるとのことだった。力ヽ

財布を手にしたまま走っておいでる。噸 卜林

さんの帰宅が遅く、起こしては悪いと暗がりで

探したMTBが見つからず、結局タクシーで駆

けつけられたとのこと。彼一人いれば話題にこ

と欠かず、あのエネルギーといい、彼こそワン

ゲ′嗜 風である。

ところで、現役は揃ったようだが 一なかなか

出発しない。ヮングル規定では台風が∞度線を

越えたら下山となっているのだそうだ。「そち

らで決めればいいから」とは言ったが 一

(おヌシら、それで冬山や春山へ行 くんか?必

死で耐風姿勢をとって、それでも帰ってこにゃ

ならんのに。だいたい力ヽ 高二郎も南アも同じ

規定かいな。もう一腹立ちついでに、君達の安

全基準ていうのは、はっきり言って酔 だ

わね。不可欠員なんて、ろくに山にもi子 ってな

いの力平可人集まってみた所で、安全になりはじ

ない。一人一人がとれだけ山の経験を積み、天

候の判断ができ、山行全体やメンバー全体を把

握てきるか一それが安全てことだわ。悪天だか

らやめましょう、PWは面倒だから個人山イ子で

気の合う者だけでイテきましょう一なんて、安全

から遠ざかっているとしか思えないわ。)

「BHで、最新の天気図をとってから」

り、ようやく動きだす。

とな

出島手前に無事資材はあった。ホースはかな

りの難物だ。ともあれザックをBHに置いてこ

なければ運搬も出来ない。

秋の念答はススキがおい茂り、どこもかもテ

ントサイトのように思えた春に比べれ|よ より

もの好きの世界になっている。ここで天気図を

取り始めたのが 3回生の西田君ともう一人で、

あとはいかにも日限そう。

1/」 握蜂業 ということで、普段とは違っていた

のかもしれないんヽ 昔は、そう昔は、 1回生の

仕事でしたよ。こんな場合は、上回生はどんな

状況であればどうするの話し合いをやっていて、

2回生やSLはその間パーテイー全体を見てい

て、次の1慟を予想しての指示を与え準備させ

ていたものです。だから天気図が仕上がったと

同時に「よし。○○」と決定力油 て、サッと行

動に移ったもんですヨ。

それに-1回生で練習して、実際の天候がど

うなっていったかの経験を積んで、リーダーに

なった頃には1勺確な判断ができるとされたもの

でした。ちょっと店嘔こになった光景でした。)

天気図が仕上がり、それから3回生が集まっ

ての協議が始まる。台風の1はスピードが思っ

たより遅く、さりとて明日からの雨は避けられ

ないであろうし、歩荷で雨の中を下山は危険だ

し、BHに張って作業をしに4子 くことに決まる。

それから、やおらBHに上がり、やおら荷物を

取り出し-OB隊の方はこの間イライラー。現

役も目障りだっただろうけれど、OBはOBで

口出ししまいとストレスをためた。ようするに

30万円の補lyt金の責任を感じて、少しでも作業

時間をとりたいとあせっているのはOB隊の方
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で、現役は、台風来んのかでガッカリムードが

漂っていた。

■lllさ ん、山本さん、西ロパーテイーが資材

運搬にひきかえし、あとの現役と岡部さん、私

力ヽ日道へ向かう。日村さんは7週間ぶりのJヽ屋

を、まず4選番としての整頓をしてからおいで

るとのことだった。

見覚えのある顔が見えたので間くと、就職の

決まった4回生が 4人とも参加しているとのこ

と。そりゃあ、嬉しい。しかし3回生男子は、

風郡やけがで、5名中3名が欠席したのだそう。

(昔、合宿前0こ手の指を骨折した 3回生に対

し、リーダー交代ではなく、自覚不足として退

部勧告処置をとった学年がありました。新 トレ

事故徐 合宿中止は今後のダメージが大きすぎ

るとして、期間短縮で夏合宿が実施されること

になりました力ヽ 仲間を切ってでも、気の緩み

を排除しようとした辛い措置でした。そんな時

代に育った私にすれば、個々の事晴があったに

せよ、補助金の出るような部の信用のかかった

行事に、 3回生の野郎の過半数が出てこないな

んて、これまた首をかしげるような‐‐‐。もっと

も、「 3=過半数」という事態そのもの力ヽ 仕

事をやるうえては苦しい数字でした。)

ィx7ヮ /

現役の 3隊と、後になり先になり、作業をし

ていく。汗も出てくる。どの枝を処分してやろ

うか一目が睡しく光り出す。執念で切り倒した

木をよいしょと、登山道脇にはうり投げて、や

ったとばかり、にんまりの顔を見合わせる。朝

からの、いやそのもっと前からの不快感がすっ

と消えていくのがわかる。やっぱり、一緒に活

動するって人事だ。理屈より何より、一緒に汗

を流すのが一番わかりあえる。そう、この積み

重ねが大事な仲間を作っていったのだ。あれや

これやと腹をたてていたのがあまりにあっけな

く消えて、それが嬉しくもあれιま ここへ出て

こない人にはなかなかこんな感覚はつかめない

だろうなと思うと、また別の溜息も出てしまう

一間々を抱えっばなしの私なのであった。

日村さんは予告どおり、仙人の杖ならぬ長鎌

をつきながら上がっておいでた。「春にはメ」っ

ておいたつもりなんだ力ヽ 随分伸びるもんだな

あ」とつぶやかれつつ。彼の言動を下界で見る

なら、奇入変人の類と思われてもまあ仕方がな

いというか一しかし彼の純粋さ、誠実さは山に

あっても変わらず、ますます光り輝くのだ。決

して手を抜かず、書難とあればますますいきい

きと毅然と立ち向かわれる。自分より写Lの O

Bがこうやって登ってきて下さるの力ヽ すごく

うれしかった。現役達だって、煙たいばかりで

なく、整備作業の現場に出てくるOBがいるこ

とを少し藝働 く思ってくれているだろう。

休憩中、皆時々ビニール袋を出しておやつを

食べている。あとで正善君にきいたら、今では

2泊 3日 なら2泊 3日 で、山行全体のイ子動食を

分けてしまいヽ好きな時に食べることになって

いるとのことだった。そんなあたりと予想しつ

つ、じっと見ていたら「いかがですか ?」 と言

われて赤面。「 ううえノ。私もいっぱい持ってい

るから。ありがとう。」といって、視線をずら

し、それでも談笑している現役の人達につい視

線は戻ってしまう。あの藤kこ の顔にかつての

仲間達の顔が重なる。あの頃だって、あほらし

い馬鹿らしいと思いつつ、いい汗をかいて、そ

んなあほらしい馬鹿らしいことを一緒にやる仲

間がいること力ヽ .う れしかった。まわりにいる

お互いが宝物だ。三度とない青春という言葉は

今まさにあなた達のためにある。

雨にもあわず下山。すっと上がった道ではな

く、あちこち作業しながら登った道だから、記
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憶にもよく残っている。ああ、ここもやった、

あそこもやったで下りて行くのは、自分を誉め

たい、いい気分の二時だ。手間暇かけた山はも

う、よそよそしい山ではない。そしてわが赦郷

BHにホッと帰りつく。運搬隊との再会にひと

しきり盛り上がる。

快い慶れの後の、軽口をたたきながらの夕範

の力亀 こえ′な充実度100%の時間が大好きだっ

た。今日の夕食はお密 為 春に作ったベンチに

腰掛け、OB時間を楽しませてもらう。犀奥に

活動を広げた岡部さんと、夏合宿でBH― 白山

コースをやった山本さんの話も弾んでいるし、

フインの入った田村さんはますます饒舌となら

れる。考えてみれtま 自分のやったことの中で

はワンダルを作ったのが一番価値のあることだ

った一と酒多飲氏は続けられる。自分は10年学

生をやり 甑 もスゴイ lとても真似はできない)

8年ヮンケルにいたことになる力ヽ もしヮンゲ

ルがなければ、級友達は卒業していくし、寂し

くて金沢にはいられなかったかもしれない。ヮ

ンゲルがあったからこそ、次々と仲間ができて、

今こうやってあなた方とも話していられるのだ。

やりましょう、OB会を。やりましょう倉谷を

ユートピアに 1

おいしい匂いがたちのぼり、各パーティーに

分散 して食客となる。私は中華丼班になった。

スプーンを口に運びながら、いろいろな思い出

が駆け巡る。∞周年記念誌編集委員募集の張紙

を出しノにイ子ってから、いろんなことがあった。

ワンデル以外であれば通じないようなことに、

皆が協力してくれた。 3F」 家をあけることを許

してくれる家族にも恵まれた。ここにこうして

いられることの幸せにひたってしまった一。

2日 4時、起床ベルが鳴る。こちらも急いでガ

スに火をつける。メタやガスの匂い、ろうそく

に照らされるまだ十分醒めきらない瀑 一日の

始まりの一種の緊張漂う二時。予定どおり高三

郎の山中のテント泊だったら、どうなっていた

ものか ?」 屋ヽ泊まりで、随分気楽な支度になっ

た。OB隊の方はご飯のヒートパックに、その

お湯を使ったみそ

'玉

みりん干しといったあた

り。食べ終わった頃にはお彼岸の空も明るくな

り、幸いに雨は落ちてこない。

4時起きで、すぐ飛び出すのかと思ったら、

また何かぐずぐず、次の指示が喜てこない。昨

日の連帯感を忘れまたジリジリになる。ようや

く、今日はザック置き場から、前高間篠

下からやるのと上から下りてくるのと二手に分

かれて行うと決まる。それからやおら支度が始

まリーで、OB隊は方針を聞いた所で先に出発

してしまった。30万円の責任を感じてやるだけ

やらにゃとあせっているのはOBの方で、何と

も現役にはロスタイムカラ い。

高二郎の連チャンなんて、我ながらようやる

と思いつつ、山本さんにも「私登りは遅いから

お先に」と言ったら、「いえ、僕も遅いですか

ら」の返事。そのうち息苦しそうになって「喘

息気味で」と立ち止まる。ちょっと心配だった

力ヽ 山は続けてきていたんだし、後から現役も

上がってくるし一で、現場へ向かうことにした。

さすが日当たりのいい所は伸び放題だ。 9時

近く、ざわついていた風に雨が混じり始める。

山本さんが追いついてきた。「岡部さん達とは

何時に集合ですか ?」 に、「どうせやりながら

降りてくるから。出会ったらお昼にするわ」と

答えにならない答え。考えてみれtま 打ち合わ

せなければの意識がなかった。山へ来ていると

いうより、手入れに来ているという感覚で、お

なかが空けば降りてくるわぐらいだった。打ち

合わせなければいけないんだったっけ?彼の方

は岡部さんと私の間にいればいいらしいと察し

て上がっていった。

T方不慣れな無線の方は「金沢港まであと一

里の所や」とか「スノータイヤが‐‐‐」とかわか
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らんのばかりが入ってきて、そのうちどこかの

ボタンカ寸甲されたのかピーガーピーガーもいい

始め 伽 -3日間をあけるため、家事と仕事
に忙殺された私は、無線機のあれこれを使い慣

れる時間がありませんでした。それで、 3箇所

ばかりを急遊主人に習い、あとは触るなと言わ

れてきたのです。だから一それ以外のアクシデ

ントには無力でありました。)う るさくて切っ

てしまった。後から追いついてきた西日君力ヽ

現役はザック置き場で待機しているとのことで、

「無線がつながらんじ」と迷惑気に言い、また

連絡に行かんなんと、降りて行った。私は半分

反省、半分さっさと上がってくりゃ無線なんて

いらんものを一とオバタリアンそのもので開き

直っていた。

ともあ払 椿川さん、岡部さんのOB陽め は`

るかに上がってしまったことがわかり、彼等も

意を決して作業を始める。雨も汗も一緒になり、

マゾ的世界にひたりながら、藪との戦いを続け

る。

10時半、上から降りてきたOBの面々にドッ

キング。彼等は、妙なねじれ方をして登山道に

かぶさっているブナの大枝を落とそうとしてい

る所だった。あっちから切り、こっちから切り、

それでもかみあわなくて、ゃやこしい宙ぶらり

んになリー私がヨシと体重をかけたらあっさり

ボキッと折れてしまった。皆、ヤッタ !と言っ

ていいのかわからない顔をした一優しい人達 !

残りの技の蔭で昼食
`田

村さんは「後は私がや

っておくから、もうこれでいい」とさかんにお

っしゃる。そうは言っても、周囲に仲間の姿が

あってこそやれる作業だ。

雨が本格的になる。12時下山を始める。作業

は前高を過ぎ、分岐との鞍部からやや上がった

所までが終了となった。ずぶ濡れになりながら、

・●Lいい顔をしていた。苦しいだけ、辛いだけ、

充実感が残る―‐‐人の心のパラドックス。そして

苦しみを分かち合い、喜びを倍加できる能力こ

そ力ヽ 人類を繁栄させたの規 この小屋作業は

時代に合わんのか?いや、そうではない、やは

り人が人である、種としての本能に近い所に、

小屋作業はある。知らないで、食わず嫌いで敬

遠しているだけなんだ。やっばりあおった方が

いいのかな?私の頭の中は忙しい。

下りだから身が軽いだけでなく、BHに酒場

隊がもう到着しているであろうこと力ヽ もっと

うきうきさせた。BHへの階段をかけあがる。

「御苦労さん |」 の声に迎えられ、ああのこう

ので盛り上がり、もちろん待望のビールもいた

だいた。

現役達は協議を始めた。下山予定は明日であ

る力ヽ 作業の継続地点にf子 くまでにタイムアウ

トになってしまう、ましてずぶ濡れである。即

下山が決まり、ただ私達の所へ伝えに来るのに

少 時々間が力渤 っヽていたょうだった。「台風様

来てちょうだい」といった状況から、よく頑張

り、仕事をこなした。oBの持つスケールで量

ってはいけない。彼等は今という時代背景の中

で|よ 本当に稀な若者らしさを発揮したのだ。

しかし、やはり「 しかし」はつきまとう。来

年もこんな現状で、補助金を申請できるのか?

ボタンのかけ違い所力、 ファステーか?マ ジッ

クテープか?と いった戸惑いから私は解放され

ていない。

老田主将に尋ねてみる。「来年は?二年生達

やる気ありそうですか?ゃるんなら、今回の報

告の時に、来年も補助金をと陳晴しておくけれ

ど―」「やるでしょう。大文夫ですよ。」

とあれば私は信じるしかない。

雨中の撤収でふくれあがったザックを担ぎ、

現役達は次々に降りていった。「気をつけてJ

「失礼します 1」  BHで は酒場隊が立ち働 く

第 2幕の帳が上がりつつあった―.
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第 2硬璽 山 /」 還 シ餞 維 難 皓

111小屋,鬱男代表おやじ  13期 長野 隆義

前回春の山小屋酒場では、皆さんの頑張りの

御蔭で、予想以上の成果を上げることができま

した。これに気をよくして、最大の課題である

「山小屋に水を引く」を次回の目標に掲1大 測

量、ルー ト決定、材料協議などを現場で行い、

下山してきました。

秋の小屋作業が近づき、現役との2回の打ち

合わせ、大島君とのプロの判断を加えた協議を

イテい、 いざ5ミイ子。

材料の調ま 運搬は彼が引き受けてくな 20

日金曜日、椿川君との二人でボートに積み、運

べる所までは入れてくれることになった。後で

聞 くと大変な作業となったらしい。二人0こ輔 。

22日、日曜日。朝から雨がばらつく。工学部

前に集合したのは13期 4人 (大島 吉田 吉本

辰野)、 15期 1人 (松榊 、20期 3人 (栃尾

深田 松下。松下君は鎌倉から来てくれたとの

こと)の精鋭 (?)達も後で33期の3人 (奥出

寺島 西 め の県外若手OBが加わる。

ダムで足周りの確認後、雨露をたっぷり合ん

だダムサイトの道へ突入。大島君の話によると、

この秋のダムの水は少なく、資材はあまり奥ま

で運べなかった。現役隊に余裕があればあるい

は、月ヽ屋まで運んでもらえているかも一とのこ

と。荷揚 |ブ した場所に資材が残っていないこと

を祈りつつ、びしょ濡れになりながら進んでイテ

く。荷揚げした場所を探す。ラ、ラッキー、荷

物がない。足跡がいくつも残っている点からし

て、この雨で水中に没したかもという疑惑も否

定できる。やはり、老体を′t還己して′亡ゴ憂しい現

役達力漠彗設してく才したらしい。心から感謝。frT

しろポリパイプЮm巻 係城Ok∂ 2巻き、一輪

車 1台、パイプ・継手 (約鋤kg)等、老体には

かなりこたえそうなit物だったのです。

山だ渥 に至1着。階段もしっかり残っている。

J_<,. .t trJ L,\

小屋の周りにはテントカ颯 ってあり、小屋の中

にもザックがたくさん入っている。どうやら登

山道隊隻隊は、悪天のため小屋に泊まり、作業

に出掛けていっているらしい。途中からの運搬

がないとわかっていれば、ダムでちょっと無理

やなあと外してしまった罐ビールをもっと運ん

できてやれたのだが一ご苦労様です。

ともあ才k最初の仕事は、そんな事情で稀少

{耐直の上がった罐ビールを下げて、水場へ。ビ

ールを冷やし、作業前の現場確認。一体みし、

昼食をとった所に、登山道修復隊カリ論乳 雨脚

も強くなり、分岐の手前鞍部までで打ち切って

きたとのこと。久し振りで、お元気な田村先輩

を拝顔する。びしょ濡れの現役達を尻目にこれ

以上ご歓談ともいかない。というより、OBた

るものこんな時こそ毅然と働いていなければな

らない。丁度頃合もよし。ぞっとするような濡

れ合羽を再度身にまとい、外へ出る。

輸謡妻主―‐1薩野i業はこの所超午前様続きで、こ

の原稿も相当に出し渋っておいでました。しか

し、編集長は、企画 。現場監督とたいへんなご

無理をいただいていることに恐縮しながらも、

頑国に食い下がったのです。

数々の貴重な小屋作業記録力ヽ 今は部室から

消えてしまい、後世?のためにもどうしても会

報の中に班賜福諄予を残しておきたいのです一と。

こんな苛酷な運命は、辰野様がヮンゲルに入

音『した時から決まっていたと一あきらめていた

だくしかありません。ハイ)
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作業開始。取水場所は、月ヽ屋から約130m離れ

た沢の窪みに決定。そこに30cm角 のステンレス

籠を沈める。しかし、岩盤で籠を沈めることか

できないため、石を積み水溜まりを作り、ほぼ

籠か沈むようにす・る。その上に大きめの石を積

み、多少の雨による増水でも流されないよう回

定する。ポリパイプの接続は大島君力泄 当。さ

すがプロフェッショナル。ガスコンロでパイプ

を熱し、接続金具を差し込み、金具についたフ

ランジのボル トを締めつけて接続完了。 (編者

の同期の誼としての蛇足一この時松林氏|まパイ

プを支え、大島さんとガスコンロの上を傘で覆

っておりました。恐らく、ペン以上の重量が持

てないの力ヽ 新聞社就職の理由であろうと噂さ

れていた氏にも、山小屋酒場には適材適所の仕

事が与えられているのでありました。ハイ。)

パイプサイズはインチコー (1イ ンチクォータ

ーの略称で32簡後のこと)で、以前のものより

1.5倍 くらいのものを使い、詰まりにくくした。

また、途中に数ケ所の水抜きバルプを取りつけ、

パイプ内に詰まったものの排出、及び、どこま

で砂 卜しているかの磁 凛ができるようにした。

昔のホースは露出だったため、秋には巻き取り、

春には敷設する手間がかかっていた。その手間

の解消として、今回)まパイプを浅く地中に埋め

ることにした。ススタケなどの根が張りめぐら

された地面を掘り起こし、パイプを埋めていく。

沢沿いは、なるべくパイプが隠れるよう大きめ

の石を積み上げた。簡単に書くと以上のように

なるのだ力ヽ どの作業も雨の中、泥だらけにな

りなからで、OB名七kかなりの智労をしてい

ただくことになりました。またまた感謝。

皆さんの努力の甲斐あって,経の前には多量

の水を吐き出す水場が力吸しました。これで、

水汲みのだ酒こもなく、洗い物もスムーズに、快

適なガヽ屋生活ができるものと思います。あとは

一冬越してみて、問題がなければ万々歳です。

最後に、この作業に携わって下さった方々に

心よりの感謝の気持ちを表したいと思います。

御苦労様でした。そしてありがとうございまと′

た。


